
クラスタ拡張—コンピューティング専用
ノード

•概要（1ページ）
•拡張前のチェックリスト（1ページ）
•クラスタ拡張: M5ブレードサーバ (M 2 SATA)またはM4ブレードサーバ (ローカル SAS
ドライブ)（6ページ）

•クラスタ拡張: M4ブレードサーバ (ファイバチャネル SAN)（39ページ）

概要
コンバージドまたはコンピューティング専用ノードを追加して、Hyper-Vクラスタを拡張でき
ます。次に、Hyper-Vクラスタでサポートされているコンバージドおよびコンピューティング
専用ノードのリストを示します。

•コンバージドノード: HX220c M5、HX240c M5、HX220c AF M5、HX240c AF m5

•コンピューティング専用ノード: B200 M5、B200 M4ブレードサーバ、C220 M5 Cシリー
ズラックサーバ

次の手順では、コンピューティング専用ノードを追加して、Hyper-Vクラスタを拡張する方法
について説明します。この拡張ワークフローにはWindows OSのインストールが含まれてお
り、HXインストーラを使用したクラスタ作成する際には実行されません。コンバージドノー
ドを使用して Hyper-Vクラスタを拡張するには、クラスタ拡張—コンバージドノードを参照
してください。

拡張前のチェックリスト
コンピューティング専用ノードを追加してHyper-Vクラスタを拡張するには、主要な要件、考
慮事項、およびタスクをまとめた次の拡張前のチェックリストを満たすようにしてください。
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説明要件/タスク

3.5 (2a)以降

クラスタが 3.5 (2a)
より前のリリースで

実行されている場合

は、既存のクラスタ

を少なくとも3.5 (2a)
にアップグレードし

ていることを確認し

てください。

重要

HX Data Platformサポートされるバージョンお

よびプラットフォーム

UCSB200M5ブレー
ドサーバ (M.2 SATA
ドライブ搭載)。

HW RAID M.2
(UCS-M2-HWRAID
および
HX-M2-HWRAID)
は、コンピューティ

ング専用ノードでは

サポートされていま

せん。

UCSB200M4ブレー
ドサーバ (ローカル
SASまたはファイバ
チャネル SAN搭
載)。

注目コンピューティング専用ノー

ドとストレージオプション

お客様から提供される
Windows 2016Datacenter Edition
ISO

Windows ISO

1:1コンピューティングからコン

バージドへの最大比率

1個のクラスタに最大 32ノードを設定できます。最大クラスタサイズ

コンピューティング専用ノードとHyperFlexコンバージドノー
ド間でネットワーク速度を混在させることは推奨されません。

たとえば、コンバージドノードの既存のネットワーク接続が

40 GbEの場合、コンピューティング専用ノードも 40 Gbの速
度で接続する必要があります。

ネットワーク速度
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説明要件/タスク

トポロジおよび追加するコンピューティング専用ノードのタ

イプに基づいて、次の拡張シナリオのいずれかを選択します。

• M.2SATAドライブを搭載したUCSM5ブレードサーバ、
またはローカル SASドライブを搭載したUCSM4ブレー
ドサーバのクラスタ拡張

HW RAID M.2 (UCS-M2-HWRAIDおよび
HX-M2-HWRAID)は、コンピューティング専用
ノードではサポートされていません。

（注）

•ファイバチャネルを搭載したUCSM4ブレードサーバの
クラスタ拡張

ブートディスク接続の決定

Windows OSのインストール時に、240GBよりも大きいブー
トディスクが 1個のみ存在することを確認します。クラスタ
の拡張が完了したら、追加のディスクを選択できます。

ブートディスク容量
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説明要件/タスク

HyperFlexドライバイメージ
の準備
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説明要件/タスク

WINDOWS ISOおよび HyperFlexドライバイメージファイ
ルは、Cisco UCS Managerおよびアウトオブバンドサブネッ
トから到達可能な共有ロケーション (HXインストーラなど)
に配置する必要があります。インストーラVM内の共有ロケー
ションで、HyperFlexドライバイメージとWindows ISOをダ
ウンロードしてホストするには、次の手順を使用します。

Windows Server 2016の場合は、次の手順を実行して、OSの
自動インストール用の適切なドライバイメージを準備しま

す。

1. HXインストーラ VMに接続し、
/var/www/localhost/images/が含まれているフォル
ダを参照します。

2. HyperFlexドライバイメージ
(/opt/springpath/packages/latest.img)を、イ
メージフォルダ (/var/www/localhost/images/)に
コピーします。

Windows Server 2019の場合は、次の手順を実行して、OSの
自動インストール用の適切なドライバイメージを準備しま

す。

1. HyperFlexドライバイメージをコピーします。たとえば、
次のコマンドを実行します。

rsync -avzP /opt/springpath/packages/latest.img
/var/www/localhost/images/install.img

2. HyperFlexドライバイメージをマウントします。たとえ
ば、次のコマンドを実行します。

mkdir -p /mnt/install-img && mount -o loop,rw
/var/www/localhost/images/install.img /mnt/install-img

3. Windows Server 2019に固有の応答ファイルをコピーしま
す。たとえば、次のコマンドを実行します。

cp
/opt/springpath/packages/FactoryUnattendXML/WindowsServer2019/Autounattend.xml.ro
/mnt/install-img/Autounattend.xml

4. サイズの値を変更して、ブートパーティションのサイズ
を増やすことによって、Autounattend.xmlファイルを編集
します。次に例を示します。

<CreatePartition wcm:action="add">

<Order>2</Order>
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説明要件/タスク

<Extend>false</Extend>

<Size>92160</Size>

<Type>Primary</Type>

</CreatePartition>

<Size>の値を 92160から 195668に変更します。

5. HyperFlexドライバイメージをマウント解除します。たと
えば、次のコマンドを実行します。

umount /mnt/install-img

SDカードにWindows Server 2019または 2016をイ
ンストールすることはできません。

（注）

autounattend.xmlで参照されているDiskIDは、OSが
インストールされているコンピューティングノード

上のローカルディスクを正しく指し示す必要があり

ます。

（注）

ファイバチャネル SANでは、マルチパスを使用しないでく
ださい。

ファイバチャネルSANを使用
したマルチパス

コンピューティング専用ノードの拡張は、コンピューティン

グノードが同じファブリックインターコネクト上にある場合

にのみサポートされます。

ファブリックインターコネク

トサポート

クラスタ拡張: M5ブレードサーバ (M 2 SATA)またはM4
ブレードサーバ (ローカル SASドライブ)

手順の概要

UCS M5ブレードサーバ (M. 2 SATA)またはM4ブレードサーバ (ローカル SASドライブ)を
追加するための Hyper-Vクラスタ拡張手順は、次の一連のタスクで構成されています。

1. 拡張前のチェックリスト

2. Cisco UCS Managerの設定（7ページ）

3. Microsoft OSのインストール（15ページ）

4. ハイパーバイザ設定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタの拡張（27ページ）
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5. 次のインストール後の手順を実行します。

•ライブ移行と VMネットワークの静的 IPアドレスの設定

•（任意）インストール後の制約付き委任

•ローカルのデフォルトパスを設定する

• Hyper-VホストのWindowsバージョンの確認

Cisco UCS Managerの設定
次の手順では、HXインストーラを使用した Cisco UCS Managerの設定について説明します。

手順

ステップ 1 次の手順を使用して、HX Data Platformインストーラにログインします。

a) ブラウザに、HXData PlatformインストーラがインストールされるVMのURLが入力され
ました。

b) 次のクレデンシャルを使用します。 ユーザ名: root、パスワード: Cisco123

システムは、デフォルトのパスワード [Cisco123]で出荷されますので、インス
トール中にこれを変更する必要があります。ユーザーが入力した新しいパスワー

ドを指定しない限り、インストールを続行できません。

重要

c) EULAを読みます。[I accept the terms and conditions]をクリックします。[ログイン（Login）]
をクリックします。

ステップ 2 [Select a Workflow (ワークフローの選択)]ページで、[Expand Cluster (クラスタの拡張)] >
[Compute Node (コンピューティングノード)]を選択します。
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ステップ 3 次の画面で、[Run UCS Manager Configuration (UCSマネージャ設定の実行)]をクリックし、
[Continue (続行)]をクリックします。

この時点で他のワークフローオプションを選択しないでください。注意
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ステップ 4 表示されるポップアップで [確認 (Confirm)]をクリックします。

ステップ 5 [Credentials (クレデンシャル)]ページで、UCS Managerの次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

UCS Managerの FQDNまたは VIPアドレス。UCS Manager Host Name

管理者ユーザーおよびパスワードまたはCisco
UCS Managerの管理者権限を持つユーザー。

UCS Managerユーザ名とパスワード

このページに値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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[Continue]をクリックして進みます。インストーラは、UCSManagerに接続し、使用可能なサー
バーを照会しようとします。インストーラが進行すると、設定ペインが表示されます。クエリ

が終了すると、使用可能なサーバが画面上に表示されます

ステップ 6 [Server Selection (サーバ選択)]ページで、クラスタにインストールするすべてのサーバを選択
して、[Continue (続行)]をクリックします。
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ステップ 7 [UCSM Configuration (UCSM設定)]ページで、VLAN設定の次のフィールドに値を入力しま
す。

HyperFlexには少なくとも 4つのVLANが機能する必要があり、それぞれが異なる IPサブネッ
ト上にあり、ファブリックインターコネクトから接続するアップリンクスイッチまで拡張す

る必要があり、プライマリファブリックインターコネクト (ファブリック A)から従属ファブ
リックインターコネクト (ファブリック B)へのトラフィックフローを確実にする必要があり
ます。

ID使用法名前

10Hyper-Vおよび Hyperflex VM
管理。

hx-inband-mgmt

20HyperFlexのストレージトラ
フィック

hx-storage-data

30Hyper-Vライブマイグレー
ションネットワーク

hx-livemigrate

100,101VMゲストネットワークvm-network

このページに値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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•ベストプラクティスではないため、VLAN1を使用しないでください。また、レ
イヤ 2で問題が発生する可能性があります。

• vm-networkには、複数の VLANをカンマ区切りのリストとして追加できます。

（注）

4つのコアネットワークの名前を変更することはできません。注意

ステップ 8 MACプールの残りのネットワーク設定、Cisco IMCの「hx」 IPプール、Cisco IMCアクセス管
理 (アウトオブバンドまたはインバンド)を入力します。

値説明フィールド

[MAC Pool]

00:25:b5:xxHXクラスタのMACアドレス
プールは、インストーラに

よって UCSMで設定されま
す。MACアドレスプールが
レイヤ 2環境の他の場所で使
用されていないことを確認し

ます。

MAC Pool Prefix

Cisco IMCの 'hx' IPプール

10.193.211.124-.127HyperFlexノードのアウトオブ
バンド管理に使用される IPア
ドレスの範囲。

IPブロック

255.255.0.0アウトオブバンドネットワー

クのサブネットマスク

Subnet Mask

10.193.0.1アウトオブバンドネットワー

クのゲートウェイアドレス

Gateway
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値説明フィールド

Cisco IMCアクセス管理(アウトオブバンドまたはインバンド)

コンバージドノードクラスタ

の作成に使用されたオプショ

ンを選択します。

インバンド(推奨)

アウトオブバンド

•アウトオブバンドネットワークは、UCS Managerと同じサブネット上にある必要があります。

•複数のアドレスブロックをコンマ区切りの行として追加することができます。

（注）

FC SANブートオプションを使用してM4ブレードサーバを使用して hyper-vクラスタ
を拡張する場合は、fcストレージを有効にする必要があります。FCストレージの
フィールドに入力します。

重要

表 1 : (オプション) FC SANを搭載したM4ブレードサーバに適用可能

値の例説明フィールド

FCストレージを有効にするに
はオンにします

FXストレージを有効にする必
要があるかどうかを示す

チェックボックス。

FC Storage

20:00:25: B5: C2WWノード名およびWWポー
ト名の両方を含むWWNプー
ル。それぞれのファブリック

インターコネクトに対し、

WWPNおよびWWNN用の
WWxNプールが作成されま
す。

WWxN Pool
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値の例説明フィールド

hx-ext-storage-fc-aプライマリファブリックイン

ターコネクト（FI-A）のVSAN
の名前。デフォルトでは、

hx-ext-storage-fc-aに設定され
ています。

VSAN A Name

70プライマリファブリックイン

ターコネクト（FI-A）のネッ
トワークに割り当てられた一

意の ID。

VSAN A ID

hx-ext-storage-fc-b下位のファブリックインター

コネクト（FI-B）の VSANの
名前。デフォルトでは、

hx-ext-storage-fc-bに設定され
ています。

VSAN B Name

70下位のファブリックインター

コネクト（FI-B）のネットワー
クに割り当てられた一意の

ID。

VSAN B ID

ステップ 9 [詳細設定（Advanced）]セクション

値の例説明フィールド

3.2(3a)適切な UCSサーバファーム
ウェアバージョンを選択しま

す。

UCSファームウェアサーバ
バージョン

このユーザ定義名は、識別を

容易にするために UCSMの
サービスプロファイル命名の

一部として使用されます。

HyperFlex Cluster Name

HX-Cluster1org. nameは、HX環境を他の
UCSプラットフォームと分離
して一貫性を確保するために

使用されます。

Org Name

ステップ 10 [Start (スタート)]をクリックすると、インストーラは入力を検証し、UCSマネージャの設定を
開始します。

ステップ 11 HX Data Platformインストーラが終了したら、次の手順に進むことができます。
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Microsoft OSのインストール
Microsoft OSのインストールでは、まず、Cisco UCS Managerで次の 2つのイメージファイル
をマップするように vMediaポリシーを設定する必要があります。

•顧客から提供されるWindows 2016 datacenter EDITION ISOまたはWindows Server 2019
Datacenter-デスクトップ体験 ISO、および

• Ciscoから提供される Cisco HyperFlexドライバイメージ

ファイル共有とすべてのサーバ管理 IPアドレスの間にネットワーク接続が確立されているこ
とを確認します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco UCS Managerの起動:

a) Webブラウザで Cisco UCS Managerの IPアドレスを入力します。
b) [Launch UCS Manager]をクリックします。

c) ログイン画面で、ユーザ名としてadminを入力し、インストールの開始時に設定したパス
ワードを入力します。[Log in]をクリックします。

ステップ 2 Windows OSイメージと Ciscoドライバイメージの vMediaポリシーを作成します。

a) [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
b) [サーバ（Servers）] > [ポリシー（Policies）] > [root」] > [下位組織（Sub-Organizations）] >

[hx-cluster_name] > [vMediaポリシー（vMedia Policies）]の順に展開します。

c) [vMedia Policies]ポリシーを右クリックし、[Create vMedia Policy]を選択します。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
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d) [Create vMedia Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

vMediaポリシーの名前。たとえば、 HX
vMediaです。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用
できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および（ピリオド）は
使用できますが、それ以外の特殊文字とス

ペースは使用できません。また、オブジェ

クトが保存された後にこの名前を変更する

ことはできません。

Name

ポリシーの説明。ポリシーを使用すべき場

所や条件についての情報を含めることを推

奨します。最大 115文字を入力できます。

Description

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
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説明フィールド名

障害の発生時に vMediaがマウントを続行す
るかどうかを指定します。ここに表示され

る値は次のとおりです。

•あり

•なし

デフォルト設定は、[Yes]です。
[はい (Yes)]を選択すると、マウン
トに成功するか、このオプション

が無効化されるまで、リモート

サーバは vMediaマウントプロセ
スのマウントを試行し続けます。

[No]を選択すると、警告メッセー
ジが表示され、マウントが失敗し

た場合にはリトライが機能しない

ことが示されます。

（注）

[Retry on Mount Failure]

例については次のスクリーンショットを参照してください。

e) [vMedia Mounts]ペインの下のアイコンバーで [+ Add]をクリックします。[Create vMedia
Mount]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
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値の例説明フィールド名

Windows ISOマウントポイントの名前。Name

Windows Server 2016画像

または

Windows Server 2019画像

詳細を確認するのに使用でき

ます。

Description

CDDマウントする画像のタイプこ

こに表示される値は次のとお

りです。

• [CDD]：スクリプト可能
vMedia CD。

• [HDD]：スクリプト可能
vMedia HDD。

デバイスタイプ

HTTPISOファイルが置かれている
共有にアクセスするために使

用されるプロトコル。

[Protocol]

10.101.1.92イメージをホストしている

サーバーの IPアドレスまた
は FQDN。

Hostname/IP Address

なしこの値は、HyperFlexインス
トールでは使用されません。

[Image Name Variable]

マウントする ISOファイルの
ファイル名。

[Remote File]

ファイルが存在するリモート

サーバ上のパス

Remote Path

CIFSまたは NFSを使用する
場合は、ユーザ名が必要な場

合があります

Username

CIFSまたは NFSを使用する
場合は、パスワードが必要な

場合があります

Password

例については次のスクリーンショットを参照してください。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
18

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード

Microsoft OSのインストール



f) [OK]をクリックします。[OK]をクリックするとすぐに [vMedia Policies]画面に戻り、送
信した情報が表示されます。
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g) 手順 2eと 2fを繰り返しますが、タイプを HDDに、ファイル名をCisco HyperFlex driver
imageに変更します。

h) この手順の終わりでは、次のスクリーンショットに示すように、2つのvMediaマウントが
[Create vMedia Policy]画面に表示されます。
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ステップ 3 vMediaポリシーをサービスプロファイルに関連付けます。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで、[Servers (サーバ)] > [Service Profile Templates (サー
ビスプロファイルテンプレート)] > [root (ルート)] > [Sub-Organizations (サブ組織)] >
[hx-cluster_name] > [Service Template (サービステンプレート)] [compute-nodes]、または
[compute-nodes-m5]を選択します。
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b) [vMedia Policy]タブをクリックします。次に、[Modify vMedia Policy]をクリックします。

c) ドロップダウンの選択肢から、作成した vMediaポリシーを選択し、[OK]を 2回クリック
します。

d) [General]タブで、仮想メディア（vMedia）ポリシーがサービスプロファイルに追加され
たことを確認します。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
22

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード

Microsoft OSのインストール



ステップ 4 ブートポリシーを変更し、ブート順序を設定して CIMC CD/DVDをリストに追加します。

a) [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] >

[hx-compute]、または [hx-compute-m5]を展開します。

c) [Boot Order]設定ウィンドウで、[CIMC Mounted CD/DVD]をクリックします。次に、
[CIMCマウント CD/DVDの追加(Add CIMC Mounted CD/DVD)]をクリックして、これを
ブート順序に追加します。上に移動ボタンを使用してブート順序の先頭に移動します。

次のスクリーンショットで示されているように、 CIMCマウント CD/DVDオプ
ションはその他のオプション、ローカルディスクの組み込みとCD/DVDの前の
ブート順序で最上位である必要があります。

重要
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d) [Save Changes]をクリックし、[Success]ダイアログボックスで[OK]をクリックします。変
更されたブートポリシーが保存されます。

ステップ 5 成功した vMediaマウントを確認します。

a) [機器 (Equipment)]タブで、いずれかのサーバを選択します。
b) [インベントリ > CIMC]をクリックし、下にスクロールしてマウントエントリ #1 (OSイ
メージ)とマウントエントリ #2 (Cisco HyperFlexドライバイメージ)を確認し、ステータ
スが [マウント済み]であり、障害がないことを確認します。

c) メニューバーで [サーバ (Servers)]をクリックし、最初のHyperFlexサービスプロファイル
を選択します。

d) [General]タブをクリックし、[Actions] > [KVM Console>>]を選択します。
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新しいブラウザでKVMコンソールが開いてみます。ポップアップブロッカーに
注意してください。ポップアップを許可して、KVMを再び開きます

（注）

e) ホストを再起動し、KVMを起動して、Windowsインストールの進捗状況を監視します。
[ファイルを読み込んでいます (Loading Files)]画面が表示されます。Windowsはユーザー
の介入なしに自動的にインストールされます。

ユーザーの介入なしにWindowsを自動的にインストールするオプションは、新規
インストールまたは初回インストールの場合にのみ適用されます。再インストー

ルの場合、またはノードにすでにWindowsパーティションが含まれている場合
は、「いずれかのキーを押してCD/DVDから起動してください」のプロンプトに
応答する必要があります。

（注）

青い画面が表示され、しばらくすると [セットアップが開始されました (Setup is starting)]
メッセージが表示されるはずです。ホストは数回再起動します。自動インストールが開始

されない場合は、両方のイメージがサーバにマウントされていることを再度確認します。

f) c:\users\administrator>でクリアコマンドプロンプトが表示されたら、インストー
ルは完了です。これは、Windows Coreおよび Desktop Experienceの両方のインストールに
適用されます。ドライバイメージをコピーしてインストールするには数分かかる可能性が

あります。

[指定されたファイルが見つかりません（The system cannot find the file specified）]
というメッセージがプロンプトに表示される場合は無視してください。

（注）

HXクラスタに含めるすべてのサーバでステップ eと fが完了していることを確
認します。

重要
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Microsoft Windows OSがノードにすでにインストールされている場合は、新しい
OSのインストールが行われるように、ノードが起動したときに続行するには、
任意のキーをクリックする必要があります。

続行するためにキーを何もクリックしていない状態で、以前にインストールされ

た OSがインストールされている既存のノードを展開すると、新しいインストー
ルがスキップされ、さらなる拡張に失敗します。

（注）

g) 各サーバにログインし、次のことを確認します。

Powershellコマンド Get-ScheduledTask -TaskName HXInstallbootstraplauncherTaskを実行

します。HXインストールブートストラップランチャタスクが実行されていることを確認
します。次のような出力例を示します。

TaskPath TaskName State
-------- --------
-----
\ HXInstallbootstraplauncherTask
Running

C:\ProgramData\Cisco\HyperFlex\Install\Log\PostSysprepSetup.logにロ
グ行「Done with HX PostSysPrepSetup」が存在することを確認します。

Powershellコマンド Get-Command Get-VMSwitchを実行します。コマンドが正常に実行され

ていることを確認します (例外はありません)。次のような出力例を示します。

CommandType Name Version Source
----------- ---- ------- ------
Cmdlet Get-VMSwitch 2.0.0.0 Hyper-V

ステップ 6 VMediaポリシーをリセットして、デフォルトの HyperFlexポリシーに戻します。

a) コンピューティングノードの vMediaポリシーを更新します。[Servers (サーバ)] > [Service
Profile Templates (サービスプロファイルテンプレート)] > [root (ルート)] >
[Sub-Organizations (サブ組織)] > [hx-cluster_name] > [Service Template (サービステンプレー
ト)] [compute-nodes]、または [compute-nodes-m5]に移動します。次に、[Modify vMedia
Policy]を選択します。

b) [vMediaポリシー (vMedia Policy)]ドロップダウン選択で、[HyperFlex]ポリシーを選択しま
す。

ステップ 7 インストール前に、ブート順序を復元します。

a) [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] >

[hx-compute]、または [hx-compute-m5]を展開します。

c) [Boot Order]の設定ペインで、CIMCマウントCD/DVDオプションリストの一番下に移動
するのに下へ移動]ボタンを使用します。

ステップ 8 ローカル管理者パスワードを、既存のクラスタのパスワードと一致するように変更します。

a) 新しくインストールされたコンピューティングノードにログインします。
b) コマンドプロンプトを開きます。
c) 次のコマンド net User Administrator < password >を実行します。
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ステップ 9 HXInstallbootstraplauncherTaskのパスワードを更新し、実行されていることを確認します。

a) 実行されている場合は、スケジュール済みタスクが「HXInstallbootstraplauncherTask」を停
止します。

次に例を示します。

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask" | Stop-ScheduledTask

b) タスクのクレデンシャルをっ更新します。

次に例を示します。

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask" | Set-ScheduledTask

-User "Administrator" -Password <password>

c) スケジュールされたタスクを開始し、実行中であることを確認します。

次に例を示します。

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask" | Start-ScheduledTask

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask"

ハイパーバイザ設定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタ
の拡張

WindowsOSのインストールが完了したら、次の手順を実行してハイパーバイザを設定し、HX
Data Platformソフトウェアをインストールして、クラスタを拡張します。

手順

ステップ 1 HXデータプラットフォームインストーラを再度開き、ログインします。

ステップ 2 前のワークフローが終了したため「やり直す」必要がある可能性があります。右上隅にある歯

車アイコンをクリックし、[やり直す]を選択します。

ステップ 3 [Select a Workflow (ワークフローの選択)]ページで、[Expand Cluster (クラスタの拡張)] >
[Compute Node (コンピューティングノード)]を選択します。
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ステップ 4 [Select a Workflow (ワークフローの選択)]ページで、[Expand HX Cluster (HXクラスタの拡張)]
を選択します。[Is OS installed on the Node (ノードにOSをインストールする)]、[Run Hypervisor
Configuration (ハイパーバイザ設定の実行)]、[Deploy HX Software (HXソフトウェアの展開)]
チェックボックスをオンにしたままにします。

ステップ 5 [警告]ダイアログボックスで、[確認して続行する]をクリックします。
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ステップ 6 [Cluster (クラスタ)]ページで、次のフィールドに値を入力します。

値の例説明フィールド

10.104.252.135HXクラスタの管理 IPアドレ
ス

HXクラスタ管理 IP

admin管理者のユーザー名クラスタ管理ユーザー

管理者パスワードPassword
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ステップ 7 [Credentials]ページで、次のフィールドに値を入力します。

表 2 : UCS Managerクレデンシャル

フィールド

UCSMの FQDNまたは VIPア
ドレス。

[UCS Manager Host Name]

管理ユーザーまたは UCSM管
理権限を持つユーザー

UCS Manager User Name

UCS Managerユーザー名のパ
スワード。

パスワード
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表 3 : Domain Information (ドメイン情報)

フィールド

hxadminプレインストールフェーズで

作成された HXサービスアカ
ウント。

HXサービスアカウント

HXサービスアカウントのパ
スワード。

[パスワード（Password）]

次のいずれかのチェックボッ

クスを選択します。制約付き

委任 (Constrained Delegation)
は、VMライブマイグレー
ションに必要です。

今すぐ制約付き委任を設定 (推
奨)

後で制約付き委任を設定

この画面に値を入力するには、次の図を参考にしてください。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
31

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード

ハイパーバイザ設定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタの拡張



ステップ 8 [NodeSelection (ノード選択)]ページで、クラスタにインストールするすべてのサーバを選択し
て、[Continue (続行)]をクリックします。
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ステップ 9 [Hypervisor Configuration (ハイパーバイザ設定)ページで、[VLAN Configuration (VLAN設
定)]、[Hypervisor Settings (ハイパーバイザ設定)]、および [Hypervisor Credentials (ハイパーバ
イザクレデンシャル)]の次のフィールドに値を入力します。

VLAN設定—HyperFlexには少なくとも 4つの VLANが必要であり、それぞれが異なる IPサ
ブネット上にあり、ファブリックインターコネクトから接続するアップリンクスイッチまで

拡張する必要があり、プライマリファブリックインターコネクト (ファブリック A)から従属
ファブリックインターコネクト (ファブリック B)へのトラフィックフローを確実にする必要
があります。

この画面に値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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ハイパーバイザ設定:チェックボックス [Make IP Addresses and Hostnames Sequential (IPアドレ
スとホスト名を連続させる)]のチェックをオンのままにする場合、インストーラが残りのサー
バを最初から連続的に自動入力します。

ハイパーバイザクレデンシャル:Hyper-Vホスト上のローカル管理者ユーザー名を入力します。
[Continue]をクリックします。

ステップ 10 [Node Configuration (ノード設定)]ページで、[Hypervisor Settings (ハイパーバイザ設定)]と [IP
Addresses (IPアドレス)]のフィールドに入力します。

値の例説明フィールド

255.255.255.0ハイパーバイザホスト管理

ネットワークのサブネットマ

スク

Subnet Mask

10.101.251.1ハイパーバイザホスト管理

ネットワークのデフォルト

ゲートウェイ

Gateway

10.101.251.1ハイパーバイザホストがメン

バーを外れるADのDNSサー
バのカンマ区切りリスト。

DNSサーバ

この画面に値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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[Start (開始)]をクリックしてハイパーバイザ設定を開始します。これでインストールが続行
し、ハイパーバイザのホストを設定します。

ステップ 11 [警告]ダイアログボックスで、[確認して続行する]をクリックします。
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ステップ 12 [Progress (進捗)]画面には、ハイパーバイザ設定とクラスタ拡張のステータスが表示されます。
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ステップ 13 プロセスが正常に終了すると、[Summary (概要)]ページに完了ステータスが表示されます。
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HX Connectにログインするには、[Launch HX Connect (HX Connectの起動)]をクリックしま
す。[HXConnectDashboard (HXConnectダッシュボード)]ページには、クラスタの状態、動作
ステータス、およびクラスタ内の新しく追加されたコンピューティング専用ノードの情報が表

示されます。
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クラスタ拡張: M4ブレードサーバ (ファイバチャネル
SAN)

概要

ファイバチャネルを備えた UCS B200 M4ブレードサーバストレージブートオプションの
Hyper-Vクラスタ拡張手順は、次の一連のタスクで構成されています。

1. 拡張前のチェックリスト

2. Cisco UCS Managerの設定

3. Microsoft Windows OSのインストール（40ページ）

4. ハイパーバイザ設定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタの拡張

5. 次のインストール後の手順を実行します。
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•ライブ移行と VMネットワークの静的 IPアドレスの設定

•（任意）インストール後の制約付き委任

•ローカルのデフォルトパスを設定する

• Hyper-VホストのWindowsバージョンの確認

Microsoft Windows OSのインストール
この手順は、 UCS B200 M4ブレードサーバ (コンピューティング専用ノード)を追加し、ファ
イバチャネル SANブートオプションを有効にして、Hyper-Vクラスタを拡張する場合に使用
します。

手順

ステップ 1 UCS Managerを起動しログインします。

ステップ 2 次の手順を実行し、サービスプロファイルテンプレートを複製します。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで [Servers (サーバ)]をクリックします。

b) 複製する組織のノードを展開し、[Create a clone (複製の作成)]を選択します。

c) [Create clone From Service Profile (サービスプロファイルから複製を作成する)]ダイアロ
グボックスで、[Clone Name (複製名)]フィールドの新しいプロファイルに使用する名前を
入力します (例: hx-compute)。[OK]をクリックします。

ステップ 3 FCゾーン分割を有効にするには、次の手順を実行します。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで、[SAN] > [VSAN]をに移動します。

b) [FC Zoning (FCゾーン分割)]の下の [Enabled (有効)]ラジオボタンが選択されていること
を確認します。

ステップ 4 現在のサービスプロファイルテンプレートからブレードサーバのバインドを解除し、手順 2
で新しく作成したテンプレートにバインドします。

ステップ 5 Hyperflex ドライバイメージファイルをマウントし、 autounattend.xmlファイルを変更
するには、次の手順を実行します。

a) HXインストーラ VMに接続し、Windows ISOおよび HyperFlexドライバイメージファイ
ルを含む共有フォルダに移動します。

b) HyperFlexイメージをマウントするには、次のコマンドを実行します。

mkdir /mnt/hx-img
mount /var/www/localhost/images/latest.img /mnt/hx-img

c) Autounattend.xmlファイルを開き、 DiskIDを検索して、0からWindows PE (WinPE)
の値に変更します。

ステップ 6 SANブートポリシーを設定するには、次の手順を実行します。
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a) 手順 2で新しく作成したサービスプロファイルテンプレートを選択し、[Boot Order (ブー
ト順序)]タブに移動します。[Modify Boot Policy (ブートポリシーの変更)]をクリックしま
す。[Modify Boot policy (ブートポリシーの変更)]ページで、[Create boot policy (ブートポ
リシーの作成)]をクリックします。

b) [VHBAs]を展開し、[ ADD SAN Boot]を選択し、[name]フィールドに、vhbasの名前を入
力します (例: hx)。

c) [Primary (プライマリ)]を選択し、[OK]をクリックします。

d) [ADD SAN Boot target (SANブートターゲットの追加)]で、[Boot target LUN (ブートター
ゲット LUN)]を [0]に設定したままにします。 [Boot TARGET WWPN]フィールドに、ス
トレージアレイからWWPNを入力します。[Type (タイプ)]が [Primary (プライマリ)]に
設定されていることを確認し、[OK]をクリックします。

ステップ 7 Windows OSイメージと Ciscoドライバイメージの vMediaポリシーを作成します。

a) [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
b) [サーバ（Servers）] > [ポリシー（Policies）] > [root」] > [下位組織（Sub-Organizations）] >

[hx-cluster_name] > [vMediaポリシー（vMedia Policies）]の順に展開します。

c) [vMedia Policies]ポリシーを右クリックし、[Create vMedia Policy]を選択します。
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d) [Create vMedia Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

vMediaポリシーの名前。たとえば、 HX
vMediaです。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用
できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および（ピリオド）は
使用できますが、それ以外の特殊文字とス

ペースは使用できません。また、オブジェ

クトが保存された後にこの名前を変更する

ことはできません。

Name

ポリシーの説明。ポリシーを使用すべき場

所や条件についての情報を含めることを推

奨します。最大 115文字を入力できます。

Description

障害の発生時に vMediaがマウントを続行す
るかどうかを指定します。ここに表示され

る値は次のとおりです。

•あり

•なし

デフォルト設定は、[Yes]です。
[Yes]を選択すると、マウントに成
功するか、このオプションが無効

化されるまで、リモートサーバは

vMediaマウントプロセスのマウン
トを試行し続けます。[No]を選択
すると、警告メッセージが表示さ

れ、マウントが失敗した場合には

リトライが機能しないことが示さ

れます。

（注）

[Retry on Mount Failure]

例については次のスクリーンショットを参照してください。
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e) [vMedia Mounts]ペインの下のアイコンバーで [+ Add]をクリックします。[Create vMedia
Mount]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

値の例説明フィールド名

Windows ISOマウントポイントの名前。Name

Windows Server 2016画像詳細を確認するのに使用でき

ます。

Description

CDDマウントする画像のタイプこ

こに表示される値は次のとお

りです。

• [CDD]：スクリプト可能
vMedia CD。

• [HDD]：スクリプト可能
vMedia HDD。

デバイスタイプ

HTTPISOファイルが置かれている
共有にアクセスするために使

用されるプロトコル。

[Protocol]
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値の例説明フィールド名

10.101.1.92イメージをホストしている

サーバーの IPアドレスまた
は FQDN。

Hostname/IP Address

なしこの値は、HyperFlexインス
トールでは使用されません。

[Image Name Variable]

マウントする ISOファイルの
ファイル名。

[Remote File]

ファイルが存在するリモート

サーバ上のパス

Remote Path

CIFSまたは NFSを使用する
場合は、ユーザ名が必要な場

合があります

Username

CIFSまたは NFSを使用する
場合は、パスワードが必要な

場合があります

Password

例については次のスクリーンショットを参照してください。
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f) [OK]をクリックします。[OK]をクリックするとすぐに [vMedia Policies]画面に戻り、送
信した情報が表示されます。

g) 手順 2eと 2fを繰り返しますが、タイプを HDDに、ファイル名をCisco HyperFlex driver
imageに変更します。

h) この手順の終わりでは、次のスクリーンショットに示すように、2つのvMediaマウントが
[Create vMedia Policy]画面に表示されます。

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード
45

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード

Microsoft Windows OSのインストール



ステップ 8 vMediaポリシーをサービスプロファイルに関連付けます。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで、[Servers (サーバ)] > [Service Profile Templates (サー
ビスプロファイルテンプレート)] > [root (ルート)] > [Sub-Organizations (サブ組織)] >
[hx-cluster_name] > [Service Template (サービステンプレート)] [compute-nodes]、または
[compute-nodes-m5]を選択します。
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b) [vMedia Policy]タブをクリックします。次に、[Modify vMedia Policy]をクリックします。

c) ドロップダウンの選択肢から、作成した vMediaポリシーを選択し、[OK]を 2回クリック
します。

d) [General]タブで、仮想メディア（vMedia）ポリシーがサービスプロファイルに追加され
たことを確認します。
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ステップ 9 ブートポリシーを変更し、ブート順序を設定して CIMC CD/DVDをリストに追加します。

a) [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] >

[hx-compute]、または [hx-compute-m5]を展開します。

c) (M5サーバのみ) [Boot Order (ブート順序)]設定ペインで、[CIMC Mounted CD/DVD (CIMC
マウントCD/DVD)]をクリックします。次に、[CIMCマウントCD/DVDの追加(Add CIMC
Mounted CD/DVD)]をクリックして、これをブート順序に追加します。上に移動ボタンを
使用してブート順序の先頭に移動します。

CIMCマウントCD/DVDオプションはその他のオプション、ローカルディスクの
組み込みとCD/DVDの前のブート順序で最上位である必要があります。

重要
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(ローカル SASドライバを備えたM4サーバの場合)[Boot Order (ブート順序)]設定ペイン
で、[vHBAs]をクリックします。次に、[ADD SAN boot (SANブートの追加)]をクリック
して、ブート順序に追加します。

d) [Save Changes]をクリックし、[Success]ダイアログボックスで[OK]をクリックします。変
更されたブートポリシーが保存されます。

ステップ 10 成功した vMediaマウントを確認します。

a) [機器 (Equipment)]タブで、いずれかのサーバを選択します。
b) [インベントリ > CIMC]をクリックし、下にスクロールしてマウントエントリ #1 (OSイ
メージ)とマウントエントリ #2 (Cisco HyperFlexドライバイメージ)を確認し、ステータ
スが [マウント済み]であり、障害がないことを確認します。

c) メニューバーで [サーバ (Servers)]をクリックし、最初のHyperFlexサービスプロファイル
を選択します。

d) [General]タブをクリックし、[Actions] > [KVM Console>>]を選択します。

新しいブラウザでKVMコンソールが開いてみます。ポップアップブロッカーに
注意してください。ポップアップを許可して、KVMを再び開きます

（注）
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e) ホストを再起動し、KVMを起動して、Windowsインストールの進捗状況を監視します。
[ファイルを読み込んでいます (Loading Files)]画面が表示されます。Windowsはユーザー
の介入なしに自動的にインストールされます。青い画面が表示され、しばらくすると [セッ
トアップが開始されました (Setup is starting)]メッセージが表示されるはずです。自動イン
ストールが開始されない場合は、両方のイメージがサーバにマウントされていることを再

度確認します。

f) Windowsのインストールが完了すると、コマンドプロンプトが表示されます。インストー
ルが完了するまで待ちます。その後、ホストは数回再起動します。

c:\users\administrator>でクリアコマンドプロンプトが表示されたら、インストー
ルは完了です。ドライバイメージをコピーしてインストールするには数分かかり、リブー

ト操作が必要になることがあります。

[指定されたファイルが見つかりません（The system cannot find the file specified）]
というメッセージがプロンプトに表示される場合は無視してください。

（注）

HXクラスタに含めるすべてのサーバでステップ eと fが完了していることを確
認します。

重要

g) 各サーバにログインし、C>Users>Administrator>Get-ScheduledTaskコマンドを入力し、HX
Install Bootstrap Launcherタスクが実行中であることを確認します。

ステップ 11 サービスプロファイルから vMediaポリシーを削除します。

a) サービスプロファイルから vMediaポリシーをマップ解除するには、[Servers (サーバ)] >
[Service Profile Templates (サービスプロファイルテンプレート)] > [root (ルート)] >
[Sub-Organizations (サブ組織)] > [hx-cluster_name] > [Service Template (サービステンプレー
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ト)] [ompute-nodes]または [compute-nodes-m5]を順に選択します。次に、[Modify vMedia
Policy]を選択します。

b) [vMediaポリシー（vMedia Policy）]ドロップダウンの選択肢で、2つのイメージのマップ
に使用した vMediaポリシー（HX-vMedia）をオフにします。

ステップ 12 インストール前に、ブート順序を復元します。

a) [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] >

[hx-compute]、または [hx-compute-m5]を展開します。

c) [Boot Order]の設定ペインで、CIMCマウントCD/DVDオプションリストの一番下に移動
するのに下へ移動]ボタンを使用します。

この手順で復元したブート順序については、次のスクリーンショットを参照してくださ

い。

次のタスク

この手順の最後に、Windows OSが正常にインストールされます。次に、「ハイパーバイザ設
定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタの拡張」に進み、クラスタ拡張ワークフ
ローの残りの手順を実行します。
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